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1. 調査団員・氏名 



1. 調査団員氏名 

(1) 協力準備調査時(期間：平成 21 年 6月 14 日～7月 12 日) 

1. 小森 克俊 総括 
JICA 経済基盤開発部 

都市・地域開発第１課 調査役 

2. 中村 誠一 技術参与（文化遺産） サイバー大学世界遺産学部教授 

3. 木村 孝明 業務主任/建築計画 株式会社山下設計 

4. 難波 祐介 
施設計画-1/ 

展示・運営計画 
株式会社山下設計 

5. 津本 正芳 施設計画-2/施工計画 株式会社山下設計 

6. 鈴木 修 機材計画 株式会社山下設計 

7. 亀田 訓和 自然条件調査/積算 株式会社山下設計 

8. 海口 光恵 環境社会配慮 株式会社山下設計 

9. 桜井左千代 通訳 株式会社山下設計 

 

(2) 概略設計概要説明時(期間：平成 21 年 11 月 1 日～11 月 13 日) 

1. 新井 和久 総括 
JICA 資金協力支援部 

参事役 

2. 中村 誠一 技術参与（文化遺産） サイバー大学世界遺産学部教授 

3. 木村 孝明 業務主任/建築計画 株式会社山下設計 

4. 津本 正芳 施設計画-2/施工計画 株式会社山下設計 

5. 鈴木 修 機材計画 株式会社山下設計 

6. 桜井左千代 通訳 株式会社山下設計 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 調査行程 



2. 調査行程 

(1) 現地調査日程 

日順 日付 曜日 調査地 調 査 内 容 

1 6 月 14 日 (日)  移動(東京→USA） 

2 6 月 15 日 (月) 
ｸﾞｱﾃﾏﾗ･

ｼﾃｨ(GC) 

移動（USA→グアテマラ・シティー(GC）） 

3 6 月 16 日 (火) GC 

JICA 事務所、大使館表敬 

類似施設調査、資機材見積依頼 

建設コンサルタント訪問  

4 6 月 17 日 (水) GC 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ省（MCD)他協議 

現地調査方針の確認、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ説明・協議、日程協議、質問書の依頼 

類似施設調査、資機材見積依頼 

5 6 月 18 日 (木) 
ﾌﾛｰﾚｽ

(FL) 

移動(GC→FL)、PANAT 協議                                                      

現地調査方針の確認、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ説明・協議、日程協議、質問書の依頼 

6 6 月 19 日 (金) FL PANAT 協議、サイト調査 

7 6 月 20 日 (土) FL サイト調査、移動(FL→GC） 

8 6 月 21 日 (日) GC ミニッツ準備（施設計画検討、ミニッツ用図面作成、機材リスト整理） 

9 6 月 22 日 (月) GC, 
ミニッツ協議、（MCD とミニッツ(案)内容検討協議） 

建築基準、法規、関税等調査、建設関連会社、コスト調査、調達関連事情調査 

10 6 月 23 日 (火) GC ミニッツ署名、日本大使館、JICA 事務所報告 

11 6 月 24 日 (水) FL 

官団員帰国 

移動(GC→FL) 

PANAT と協議、サイト調査 

博物館運営・監理財政情報調査、分析 

12 6 月 25 日 (木) FL 

PANAT と協議、（展示計画・運営財務状況調査、分析、施設コンポーネントの検討、絞

込み、要請機材の絞込みについて） 

その他（測量調査業務依頼、契約締結） 

13 6 月 26 日 (金) FL 

PANAT と協議（展示計画、運営手法の提言書作成、メンテナンス計画について） 

その他（施設コンポーネントの検討、絞込み、機材質問票配布、現地建設会社と輸送

事情調査、建設資機材調達調調査） 

14 6 月 27 日 (土) FL 
PANAT と協議（サイト調査、現地消防署と協議） 

その他（要請機材の絞込み、現地コンサルタントから建設資機材調査） 

15 6 月 28 日 (日) FL 
コンポーネントの絞込み、資料整理 

建設資機材調達調査 

16 6 月 29 日 (月) FL 
ＰＡＮＡＴと協議（施設計画案、建設許認可について） 

その他（施設コンポーネントの検討、要請機材の絞込み、建設資機材調達調査） 

17 6 月 30 日 (火) FL 
PANAT と協議(展示・運営・機材計画案について） 

その他（井水供給事情、建設資機材調達調査） 

18 7 月 1 日 (水) FL 
PANAT と協議(運営・実施体制の確認、ＣＯＮＡＰと E/A 協議内容について再確認) 

その他（現地設計基準、許認可申請手続、フローレンス市内の機材代理店調査） 

19 7 月 2 日 (木) FL 
テクニカルメモランダム締結  

ＰＡＮＡＴ技術者の技術力調査 

20 7 月 3 日 (金) FL→GC 
移動(FL→GC) 

PANAT と協議(公園全体計画に関る問題点他について) 

21 7 月 4 日 (土) GC 類似施設調査 

22 7 月 5 日 (日) GC 類似施設調査 

23 7 月 6 日 (月) GC, 
関連官庁と施設計画案協議 

建築資材見積、GC での研究機材代理店調査 

24 7 月 7 日 (火) GC, USA 

移動(GC→USA) 

GC での研究機材代理店調査 

資機材見積、回収及び依頼  

25 7 月 8 日 (水) GC, 
JICA 事務所・大使館報告 

資機材見積回収及び再依頼 

26 7 月 9 日 (木) USA 
移動(GC→USA) 

資機材見積回収及び再依頼 

27 7 月 10 日 (金) USA 移動(USA→) 

28 7 月 11 日 (土) USA 東京着 

29 7 月 12 日 (日)  東京着（積算担当団員） 



(2) 概要説明 現地説明日程 

日順 日付 曜日 調査地 調査内容 

1 11 月 1 日 (日)   移動(東京→USA) 

2 11 月 2 日 (月) 
ｸﾞｱﾃﾏﾗ・ｼ

ﾃｨ（GC) 
移動(USA →グアテマラ・シティー（GC)） 

3 11 月 3 日 (火) GC 

JICA 事務所、大使館表敬 、文化スポーツ省表敬・協議                

同省自然遺産総局への基本設計概要説明・協議(展示・運営計画・建設・機材

等について確認） 

4 11 月 4 日 (水) GC 
天然資源環境省にて IEE 報告書に関する確認・補足調査、              

国家自然保護審査会表敬・伐採条件についての確認・協議 

5 11 月 5 日 (木) 
フローレス 

（FL) 

UNESCO グアテマラ事務所にて基本設計概要説明                   

（世界複合文化遺産としてのティカル国立公園文化遺産保護計画と本施設が齟

齬の無いことを確認して承認状を取りつける                               

移動(GC→FL)  PANAT にて基本設計概要説明の日程協議  

6 11 月 6 日 (金) FL 
PANAT にて基本設計概要書の説明・協議                        

(展示・運営計画・建設・機材等について各項目ごとの詳細確認） 

7 11 月 7 日 (土) FL 

サイト調査（地盤調査、および乾季に特有の現地事情を調査する） 

事業費質問票改修 

移動(FL→GC) 

8 11 月 8 日 (日) 
ｸﾞｱﾃﾏﾗ・ｼ

ﾃｨ（GC) 

ミニッツ準備 

  

9 11 月 9 日 (月) GC ミニッツ協議、文化スポーツ省とミニッツ内容検討協議 

10 11 月 10 日 (火) GC ミニッツ署名、日本大使館、JICA 事務所報告 

11 11 月 11 日 (水)   移動(GC→USA) 

12 11 月 12 日 (木)   移動(USA→） 

13 11 月 13 日 (金)   東京着 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 関係者(面談者)リスト 



 

関係者リスト  
   
文化スポーツ省  
 JERÓNIMO LANCERIO 文化スポーツ大臣 
 Dr. HECTOR LEONEL ESCOBEDOAYALA 文化スポーツ副大臣 
 MASTER CC. SS. GUILLERMO DIAZ ROMEU 文化自然遺産総局長 
 MS. ERICK MANUEL PONCIANO ALVARADO 文化自然遺産総局副局長 
  人類学歴史学研究所（以下 IDEAH）技官 
 LICDA. AULA FLORES IDEAH 遺跡修復センター長 
 LIC. DANIEL AQUINO LARA 文化自然遺産総局ペテン支部 
 LICDA. DEBORA AGUIRRE IDEAH 職員 
   
 Sr. LUIS MANFREDO GUDIEL MAJIA DGPCN 総務部副部長 
 JUAN CARLOS MELÉNDEZ MOLINEDO 国立考古学博物館官庁 
   
大統領府企画庁(SEGEPLAN)  
 LICDA ANA MARÍA RUIZ 国際協力局局長 
 MAIBY GONZALEZ MOLINA 財務部主任 
   
国家自然保護審議会(CONAP)  
 INGA. LOURDES ESCOBEDO 技術部局長 
 ING. EDWIN GARCIA OVALLE 事業企画局長 
   
ティカル国立公園(PANAT)  
 LIC. ALBERTO MONROY 環境教育・住民関連課、環境教育官 
 LIC. AQUILES HERNANDEZ 生物学課職員 
 LIC. ARMANDO  総務部長 
 LIC. BENITO BURGOS 考古学者、考古学課 
 LIC. ELMER ANTONIO TUN CASTELLANOS 総務部職員 
 LIC. ESTEBAN T. GONZALES 考古学者、考古学課 
  技官 
 LIC. HERNAN OROZCO 技術コーディネーター 
 LIC. LUIS FERNANDO LICKEY OBANDO 森林技官 
 ARQ. MARX CHAVEZ 公共施設課、建築家 
 LIC. MARCO T. CASTELLANOS P. 考古学者、考古学課 
 LIC. MIGUEL E.. ACOSTA 考古学者、考古学課 
 LICDA. MIRTHA CANO 生物学者、生物学課 
 LIC. TIRSO MORALES 考古学者、考古学課 
   
国家自然保護審議会(CONAP)ペテン事務所  
 SR. WATER RUIZ 計画課、技官 
   
保健省ペテン事務所  
 SR. IVAN IGLESIAS 環境衛生コーディネーター 
   
UNESCO Guatemala 事務所  
 MS. SYLVIA STAMBUK 総務部 
 MS. MARIA FERNANDA CASTELLANOS 文化コーディネター 
   
バージェ大学（Universidad del Valle de Guatemala: UVG) 
 LIC. TOMAS BARRIENTO 考古学部長 
  



在グアテマラ国日本大使館 
 鈴木 一泉 特命全権大使 
 森田  聡 一等書記官 
   
JICA グアテマラ駐在員事務所  
 佐々木 健雄 所長 
 青木  英剛 次長 
 Monica Alejandra Perez de Alarcon コーディネーター 
   

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 討議議事録         

(1) 協力準備計調査時 

1) 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 

2) テクニカルノート 

(2) 概略設計説明調査時 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 協力準備計調査時 

1) 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 







































グアテマラ国 

ティカル国立公園文化遺産保存・研究センター建設計画 協力準備調査 

協議議事録 

（仮訳） 

 

グアテマラ国（以下「グアテマラ」と称する）政府より提出された要請に基づいて、日

本国政府は「ティカル国立公園文化遺産保存・研究センター建設計画」（以下「プロジ

ェクト」と称する）に関する協力準備調査を行うことを決定し、本調査の実施を独立行

政法人国際協力機構（以下「ＪＩＣＡ」と称する）に委託した。 

 

JICA は JICA 経済基盤開発部 都市・地域開発第一課調査役 小森克俊を団長と

する協力準備調査団を派遣し、2009 年 6 月 15 日より 7 月 9 日までグアテマラに滞在

する予定である。 

 

調査団は、グアテマラ政府関係者と協議を行い、グアテマラにおける現地調査を実

施した。それらの協議及び現地調査を通して、双方は附属書に示される主要事項を

確認した。調査団は更なる調査作業を進め、概略設計概要書を作成する。 

 

グアテマラシティー 2009 年 6 月 23 日 

 

 

 

   

小森 克俊 

団長 

協力準備調査団 

独立行政法人国際協力機構 

 

  

 

文化スポーツ省 

グアテマラ国 

 

 

 

 

国際協力局長 

大統領府企画庁（ＳＥＧＥＰＬＡＮ） 

グアテマラ国 

 

 



付 属 書 

 

１．プロジェクトの目的 

ティカル国立公園に文化遺産保存・研究センター（以下「センター」と呼ぶ）を建設し、

その活動に必要な機材を整備することにより、ティカル国立公園における遺跡研究、

保存・修復活動の促進に貢献し、ひいては、グアテマラのマヤ文明研究の促進に寄

与することである。 

 

２．プロジェクト・サイト 

建設予定地は、ペテン県ティカル国立公園内に位置する。 

調査団とグアテマラ側の両者は、サイト調査および協議の結果、環境への影響、

将来の拡張性などを勘案し、別紙１のサイトとすることを確認した。 

 

３．相手国責任機関及び実施機関 

３－１ 責任機関は、文化スポーツ省自然文化遺産総局。 

３－２ 実施機関は、ティカル国立公園事務局（PANAT）。 

文化スポーツ省自然文化遺産総局及び PANAT の組織図は、それぞれ別紙２－１

及び別紙２－２のとおり。 

 

４．要請コンポーネント 

調査団との協議の結果、グアテマラ側は、別紙４に示すコンポーネントを最終的に

要請した。ＪＩＣＡは、要請コンポーネントの妥当性を検討し、その結果を日本国政府に

提案する。 

４－１ 施設建設 

要請内容の詳細は別紙３－１のとおり。 

４－２ 機材調達 

要請内容の詳細は別紙３－２のとおり。 

 

５．わが国の無償資金協力制度  

調査団は、別紙４に示した日本の無償資金協力スキームを説明し、グアテマ

ラ側はこれを理解した。 
 

６．調査のスケジュール 

６－１ 調査団は 2009 年 7 月 9 日までグアテマラにおける現地調査を継続する。グア

テマラ側は円滑な調査実施のため、調査団に対して必要な支援を行う。 

６－２ JICA は概略設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 2009 年 11 月頃

にグアテマラに派遣する。 

６―３ 概略設計概要書の内容がグアテマラ政府により概ね了承されれば、JICA

は最終報告書を作成し、2010 年 3 月までにグアテマラ側に送付する。 

 



７．その他の事項 

７－１ ティカル国立公園のマスタープラン 

グアテマラ側では、インフラ整備を含め、ティカル国立公園のマスタープランの見直

しを行っている。グアテマラ側は、見直されたマスタープランにおいて、センターの建

設予定地に留意した総合的なインフラ整備を検討するものとし、2009 年 9 月末までに

JICA に提出することを約束した。 

 

７－２ センターの活動計画及び人員配置計画 

グアテマラ側は、本計画で建設される文化遺産保存・研究センターの活動計画及

び人員配置計画を、2009 年 7 月 9 日（調査団の滞在最終日）までに、JICA に提出す

ることを約束した。 

 

７－３ センター建設予定地における埋蔵文化財の有無の確認 

グアテマラ側は、本計画別紙１に示される建設予定地に、現在のデータでは埋蔵

文化財がないことを確認しているが、2009年7月9日（調査団の滞在最終日）までに、

詳細調査を行い、その結果を JICA に対して文書で報告することを約束した。 

 

７－４ ユネスコ本部への報告 

グアテマラ側は、ユネスコ国内委員会を通じて、ユネスコ本部に本計画の概要を報

告し、その了解を得ることとし、2009 年 9 月末までに、その結果を JICA に対して文書

で報告することを約束した。 

 

７－５ 環境社会配慮 

グアテマラ側は、同国の法律に基づき、環境社会配慮にかかる必要な手続きを、

2009 年 12 月末までに行うことを約束した。 

 

７－６ グアテマラ側の負担すべき事項 

グアテマラ側は、本計画が実施される場合には、次の事項を自らの予算で行うこと

を約束した。 

（１） センター建設予定地の敷地の確保 

（２） 敷地までの給水 

（３） 建築確認申請等工事に必要な許可の速やかな取得 

（４） 免税措置（関税、付加価値税等） 

（５） 伐採（必要が生じれば） 

 

７－７ 調査団の質問票への回答 

グアテマラ側は、調査団が手交した質問票の回答を、2009 年 6 月末までに提

出することを約束した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 協力準備計調査時 

2) テクニカルノート 























邦訳 
グアテマラ国「ティカル国立公園文化遺産保存・研究センター建設計画」 

協力準備調査に係る技術メモ録 
 
 
コンサルタントは、文化遺産総局との技術的協議および詳細な現地調査の結果、以下の事

項に記す技術メモ概要について双方確認した。コンサルタントは、準備調査報告書を作成

するために、今後日本での調査・解析を継続する。 
 
添付した本施設計画および機材計画は、現在の協議の結果を示すものであり、最終的な施

設・機材の基本設計は、日本でのさらなる精査により決定される。 
 
 

2009 年 7 月 6 日グアテマラシティにて、 
 
 
 
 
 

木村孝明 Ms. Eric PONCIANO 
業務主任 副局長 
協力準備調査、調査団 自然文化遺産総局 
独立行政法人国際協力機構 グアテマラ国文化スポーツ省 
 
添付 
１．機材リスト 
２．計画図 
３．インフラストラクチャー工事 
４．建設許認可 
５．展示計画 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 概略設計説明調査時 













グアテマラ国 

ティカル国立公園文化遺産保存・研究センター建設計画 

協力準備調査（概略設計説明） 

協議議事録 

 

 

 独立行政法人国際協力機構（以下「ＪＩＣＡ」と記す）は「ティカル国立公

園文化遺産保存・研究センター建設計画」（以下「プロジェクト」と記す）に関

する調査団を２００８年６月から７月にグアテマラ国へ派遣し、協議やサイト

調査を行い、その後日本で技術的検討を経て概略設計概要書を作成した。 

 

 ＪＩＣＡは概略設計概要書の内容をグアテマラ側に説明、内容に関して協議

を行うため、ＪＩＣＡ資金協力支援部参事役 新井 和久を団長とする準備調

査団（以下「調査団」と記す）を２００９年１１月２日から１１月１１日まで

の間派遣した。 

 

 協議の結果、双方は附属書に記述された主要事項を確認した。 

 

 グアテマラシティー ２００９年１１月１０日 

 

 

 

新井 和久 
団長 
概略設計説明調査団 
独立行政法人国際協力機構 
日本国 
 

 Jeronimo Lancerio Chingo 
大臣 
文化スポーツ省 
グアテマラ国 

 
 

 
 
 
Armida Tejela Marroquin 
国際協力局長 
大統領府企画庁 
グアテマラ国 



 

付属書 

 

１．案件名の変更 

 双方は、案件名を「ティカル国立公園文化遺産保存・研究(Estudio)センター

建設計画」から「ティカル国立公園文化遺産保存・研究(Investigación)センタ

ー建設計画」に修正することで合意した。 

 

２．概略設計概要書の内容 

「グ」国側は、調査団によって説明された概略設計概要書の内容に関して原

則合意し、これを受け入れた。 

 

３．日本の無償資金協力制度 

調査団は、２００９年６月２３日に双方が署名した協議議事録の別添４に記

述された日本の無償資金協力の制度や仕組み、及びグアテマラ側が行う負担事

項について再度確認し、グアテマラ側はこれを理解した。 

 

４．今後の予定 

ＪＩＣＡは本協議結果に基づいて最終報告書を完成させ、グアテマラ側に２

０１０年３月に提出する予定である。 

 

５．秘密保持 

 双方は、設計図、機材仕様書等、本プロジェクトに関連するあらゆる資料を

プロジェクトの入札終了まで関係者以外の第三者に開示しないことを確認した。 

また、概算事業費（別添２）について受注者が決定するまで関係者以外の第三

者に開示しないことを確認した。 

 

６．その他協議事項 

６－１ 環境社会配慮 

6 月 23 日に署名されたミニッツで合意したとおり、「グ」国側は、同国の法律に

基づき、環境社会配慮にかかる必要な手続きを行うことを双方で合意した。手続き概

要は以下のとおり。なお、「グ」国側は許可取得まで手続きの進捗を遅滞なく JICA グ

アテマラ事務所に報告する（最低限でも毎週）。 

 

① 環境社会配慮審査部局は環境天然資源省（MARN）および、国家自然保護審

議会(CONAP)である。 

② 2009 年 11 月 20 日までに文化・スポーツ省が MARN および、CONAP へ申請

書を提出 

③ 文化スポーツ省は 2009 年 12 月 31 日までに MARN および、CONAP から許

可取得 

 

6－２ マスタープラン改定の日程 



「グ」国側によるティカル国立公園マスタープラン改定の手順を、双方は以

下のとおり確認した。 

① 2010 年 2 月－6月 文化・スポーツ省等主催のセミナーで草案策定 

② 2010 年 9 月中旬 「グ」国政府内での手続きを経て改定を完了 

 

6－３ ティカル国立公園文化遺産保存・研究センター（以下本センターと記す）の位

置づけ 

上記により改定するマスタープランで「グ」国側は次の点を明確にすること

を、双方は確認した。 

① 本センターは「グ」国に限らずマヤ地域のマヤ文明研究の中心となるよう運営

する 

② 本センターの機能では特に文化遺産の保存・修復を重視する 

③ 今後のティカル国立公園全体のインフラ整備・施設建設に際しては、保存・研

究の活用を円滑に進めるよう本センターとの位置関係に留意する。 

 

６－４ 税の還付 

 「グ」国内で課される税金に関して双方は以下のとおり確認した。 

① 日本の無償資金協力において、関税、付加価値税、所得税等の「グ」国

内で課される税金を日本側は一切負担しない 

② 「グ」国側は上記のために必要な「グ」国政府内の予算手続きを実施す

る。必要な手順とその日程を 2009 年 12 月末までに JICA グアテマラ事務

所に報告する 

③ 「グ」国側で 2010 年 6 月に策定する 2011 年度予算案に必要額を計上す

る 

④ 毎年の予算措置に係る手続きを遅滞なく実施し、その進捗を「グ」国側

は JICA グアテマラ事務所に報告する。 

 

６－５ 維持管理体制 

双方は、本センターの運営には十分な予算と人員の配賦が重要なことを

確認した。「グ」国側は本センターの運営に必要な予算と人員を継続的に確

保することを約束した。 







 

(4) 投入(インプット) 

ア． 日本側（＝本案件）：無償資金協力 (金額は施工・調達業者契約認証まで非公表) 

イ． 相手国側： 

（ア） 必要な人員 21 名（うち 3名は兼任、4名は非常勤） 

（イ） 施設・機材の運営・維持管理にかかる経費 18,584 千円） 

(5) 実施体制 

主管官庁及び実施機関：文化スポーツ省文化自然遺産総局 

 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト  

「グ」国ペテン県ティカル国立公園内 

(2) 概要 

ティカル国立公園内の動産文化遺産の保存・研究センターの建設および関連機材の調達 

(3)相手国側負担事項 

ア．建設予定地の整地 

イ．プロジェクト運営に必要な人材及び予算の確保 

(4) 概算事業費 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 20 ヶ月(予定) 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

5. 外部要因リスク 

なし。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事業評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標  

成果指標  事業実施前

(2009 年) 

事業開始後 

(2013) 

ティカル国立公園の動産文化財の収蔵管理 0 点 1,000 点 

動産文化財の保存修復作業 0 点/年 20 点/年 

国内・海外の研究者による調査研究活動 0 人/年 2-3 人/年 

(2)その他の成果指標 

特になし 

(3)評価タイミング 

2013 年（完工後開始 1年）以降 
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